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地震と津波により、壊滅的な打撃を受けた大槌町

河
川
か
ら
流
出
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
太
陽
と
波
で
分
解
さ
れ
て
、マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク（
直
径
５ｍｍ
以
下
）と
な
り
海
中
を
漂
い
、
魚
介
類
が
体
内
に

取
り
込
み
、そ
れ
を
人
間
が
捕
食
す
る
と
い
う
、汚
染
の
連
鎖
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。Ｃ
Ｏ
２
対
策
と
並
ん
で
、地
球
環
境
問
題
の
最
大
の
課
題
で
す
。私
は
９
年

前
に
加
藤
紘一先
生
と
海
の
汚
染
防
止
の
た
め
、
海
岸
漂
着
物
処
理
推
進
法
を

議
員
立
法
で
つ
く
り
ま
し
た
が
、マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
海
洋
汚
染
防

止
の
条
項
を
盛
り
込
ん
だ
改
正
法
案
が
今
年
の
国
会
で
成
立
い
た
し
ま
し
た
。

マイクロプラスチックの海洋汚染は人類の危機

が語る

　

私
達
人
類
は
、水
の
惑
星
、生
命
の

星
地
球
に
生
き
て
い
ま
す
。１
９
７
０

年
代
に
「
成
長
の
限
界
」
と
い
う
ロ
ー

マ
ク
ラ
ブ
レ
ポ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
、

地
球
の
有
限
性
が
意
識
さ
れ
始
め
て

50
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

地
球
を
構
成
し
て
い
る
の
は
大
気
、

大
地
、
海
洋
で
す
。地
球
温
暖
化
の
原

因
Ｃ
Ｏ
２
対
策
は
広
く
全
世
界
の

人
々
に
認
識
さ
れ
、総
て
の
分
野
で
Ｃ

Ｏ
２
発
生
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
始

ま
って
い
ま
す
。

　
一
方
、
海
中
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
・
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
汚
染
が

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ

の
数
年
で
す
。人
間
が
消
費
し
た
便

利
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
陸
上
で
完
全

に
処
理
さ
れ
ず
捨
て
ら
れ
、
河
川
を

通
じ
て
海
に
流
出
し
、
太
陽
と
波
に

よ
っ
て
直
径
５ｍｍ
以
下
の
微
少
な
粒

子
と
な
り
漂
い
、魚
介
類
に
摂
取
さ
れ
、

有
害
物
質
が
体
内
に
蓄
積
さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
を
人
が
捕
食
す
る
と
い
う
悪

循
環
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。こ
の
ま
ま

続
け
ば
、２
０
５
０
年
に
は
全
魚
介
の

量
よ
り
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
量
が

上
回
る
と
い
う
推
計
も
あ
り
ま
す
。

　

人
類
の
未
来
に
及
ぼ
す
影
響
は
計

り
知
れ
ま
せ
ん
。先
進
国
Ｇ
７
サ
ミ
ッ

ト
や
、
世
界
の
主
要
国
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、対
策
を
と
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
国
内
法
の
整
備
が

急
が
れ
、今
国
会
で
議
員
立
法
に
よ
り
、

海
洋
漂
着
物
処
理
法
改
正
案
が
全
会

一致
で
可
決
、
成
立
を
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
９
年
前
に
加
藤
紘
一先
生
、

磯
崎
陽
輔
参
議
院
議
員
、
私
の
三
人

で
議
員
立
法
と
し
て
作
っ
た
、
海
岸
漂

着
物
処
理
法
の一部
を
改
正
し
た
も
の

で
す
。

　

ゴ
ミ
減
量
に
取
り
組
み
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
す
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。行
政
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
を
収
集
し
、
焼
却
等
完
全
に
処

理
し
、
不
法
な
廃
棄
を
さ
せ
な
い
こ
と

が
大
事
で
す
。全
国
１
７
４
１
の
市
区

町
村
が
先
頭
に
立
って
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
す
。さ
ら
に
畑
や
林
野
、
河

川
に
捨
て
ら
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を

完
全
に
収
集
し
、
適
切
な
処
理
を
す

る
こ
と
を
国
民
に
呼
び
か
け
、国
や
都

道
府
県
と
協
力
し
て
進
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

同
時
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
発
生
抑

制
の
た
め
の
紙
類
等
、代
替
品
の
開
発

が
急
務
で
す
。Ｅ
Ｕ
諸
国
等
、
開
発
競

争
が
始
ま
り
ま
す
。

　

人
口
爆
発
が
進
む
開
発
途
上
国
や
、

所
得
の
向
上
が
著
し
い
中
国
等
で
、
便

利
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
量
が
急
激

に
拡
大
し
て
い
ま
す
。ゴ
ミ
の
収
集
、選

別
、焼
却
等
の
シ
ス
テ
ム
が
追
い
つ
か
ず
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
汚
染
の
大
部
分

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

日
本
を
は
じ
め
先
進
国
は
、進
ん
だ

環
境
対
策
技
術
の
途
上
国
へ
の
移
転

を
急
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
は
ア
ジ
ア
の
一
員
と
し
て
、
世

界
一の
環
境
技
術
を
も
って
い
ま
す
。外

務
省
の
Ｏ
Ｄ
Ａ（
開
発
途
上
国
援
助
）

の
枠
組
み
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
途

上
国
に
環
境
支
援
を
進
め
る
べ
き
で
す
。

２
０
５
０
年
、海
の
魚
よ
り
プ
ラ
が
上
ま
わ
る

　
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
マ

イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
の
海
洋
汚
染
は

深
刻
で
す
。南
極
ま
で
汚
染
が

観
測
さ
れ
る
の
で
す
か
ら
。Ｇ

７
サ
ミ
ッ
ト
や
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
、

ダ
ボ
ス
会
議
な
ど
に
対
策
が
盛

り
込
ま
れ
、
全
世
界
が
一
致
し

て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
陸
上
か

ら
の
流
出
や
、
海
洋
汚
染
の
防

止
に
立
ち
上
が
って
い
ま
す
。

　

自
民
党
は
Ｃ
Ｏ
２
対
策
を

始
め
地
球
環
境
問
題
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
海

洋
汚
染
対
策
も
私
の
調
査
会

で
党
内
の
意
見
を
ま
と
め
、他

党
と
の
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
今
国
会
で
改

正
案
が
成
立
い
た
し
ま
し
た
。

　

土
屋
正
忠
前
衆
議
院
議
員

が
加
藤
紘
一
先
生
等
と
９
年
前

に
海
洋
汚
染
防
止
の
た
め
の
、

海
岸
漂
着
物
処
理
法
を
議
員

立
法
で
制
定
し
て
お
い
て
く

れ
た
お
か
げ
で
、マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
海
洋
汚
染
対
策
の

た
め
の
改
正
事
項
を
ス
ム
ー
ズ

に
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

生
命
の
源
、
海
の
環
境
を

守
る
こ
と
は
人
類
の
未
来
に

対
す
る
責
任
で
す
。

自
民
党
は
地
球
環
境
対
策
に
全
力
、マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
海
洋
汚
染
防
止
の
た
め
の
海
岸
漂
着
物

処
理
法
の
改
正
案
を
今
国
会
で
可
決
。土
屋
前
議
員
等
が
つ
く
っ
た
９
年
前
の
法
律
が
役
立
ち
ま
し
た
。

自民党環境温暖化
対策調査会会長
衆議院議員

北川 知克

みんなで守ろう
海岸漂着物処理法改正案のポイント
（１）海岸における良好な景観と
環境並びに海洋環境の保全を図
るため海岸漂着物の処理等の推
進を計る
（２）大規模自然災害等、大量に発
生した場合もこの法律を適用する
（３）海域に漂流しているごみ、海
底に存するごみも（今まで規定が
なかった）対象にして、国・地方公
共団体の責任を明記
（４）マイクロプラスチック類の円
滑な処理、排出の抑制、再生利
用など十分配慮、政府に対策を
義務づける
（５）事業者はマイクロプラスチッ
ク類が海域に流出することを抑
制するように努力する
（６）国際的な連携と協力の推進
を計ることを政府に義務づける

プ
ラ
ゴ
ミ
の
減
量
、発
生
抑
制
と
徹
底
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
処
理

開
発
途
上
国
を
Ｏ
Ｄ
Ａ
で
支
援

美
し
く
豊
か
な
自
然
を
保
護
す
る
た
め
の

海
岸
に
お
け
る
良
好
な
景
観
及
び
環
境

並
び
に
海
洋
環
境
の
保
全
に
係
る

漂
着
物
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
海
岸
漂
着
物
処
理
法
）

平成３０年６月８日衆議院環境委員会

長崎県等、日本海沿岸に漂着した海洋ゴミ

２０１５年、Ｇ７首脳会合で初めて、マイクロプラスチック類の
海洋汚染対策の必要性が採択

中
国
が
最
大
の
排
出
国

①中国...............３５３万ｔ／年
②インドネシア.１２９万ｔ／年
③フィリピン ........７５万ｔ／年

⑳アメリカ ...........１１万ｔ／年
㉚日本.....................6万ｔ／年

陸上から海洋に流出したプラスチックゴミ発生量（2010年推計）


